
地域課題
①買い物支援

②高齢者等の見守り

③コミュニティづくり

④子育て支援

⑤住まい支援

1 生活協同組合　コープさっぽろ ①　④
北海道179市町村中
①　138市町村
④　　　　3町村

　道内自治体との意見交換を通じて把握した各自治体の課題を解決するため、自治体と連携して実施する社会貢献活動を事業化。
　自治体との連携による協働事業として実施。

2 生活協同組合　コープあおもり ④
青森県　青森市、
八戸市、五所川原市、
三沢市

　県社協が実施する、社会的に孤立した家庭に商品を提供する「こども宅配おすそわけ便」に対し、食料品等を無償で提供。
　子育て世帯や子どもに対する支援を継続的に行い、これらの世帯とのつながりを構築したうえで必要な時に必要な支援を実施。

3 みやぎ生活協同組合 ④ 宮城県　仙台市
宮城県と仙台市より、生活困窮者自立支援法に基づく家計改善支援事業を受託し、暮らしや家計、お金に関わる悩みを抱える相談者の暮

らしの改善・家計再生支援を実施。

4 生活協同組合　コープみらい ④
千葉県、埼玉県、
東京都

　千葉県、埼玉県、東京都の組合員のうちの「ひとり親世帯の高校生」を対象とした「奨学金給付事業」を実施。
【事業概要】
・　高校３年間、月額１万円を給付　・　返済不要

5 福井県民生活協同組合 ③ 福井県　越前市 　デイサービスセンターの認知症高齢者等の利用者が、ひとりひとりやりたいことを実現できる『「ハタラク」デイサービス』を運営。

6 生活協同組合　コープぎふ ①
岐阜県　飛騨市、
高山市、白川村

飛騨市、濃飛バス、コープぎふの３者が協力し、市営バスを活用した貨客混載事業の展開による、買い物困難地域等に対する支援を実
施。

7 トヨタ生活協同組合 ③　④
愛知県　豊田市、
みよし市

　豊田市に居住する、生協を利用する子育て世帯を対象に、店舗を拠点とした支援を実施。
1.　家計応援 ： 子育て世帯の家計を応援（商品の値下げ、割引）
2.　楽しさ ： 子どもと楽しめる売り場づくり
3.　商品 ： 離乳食やお菓子など商品の充実
4.　生活サポート ： 買い物ついでのサービスの充実

8 生活協同組合　コープあいち ②
愛知県
豊明市

　豊明市に居住する高齢者や障害のある方の、日常生活のちょっとした困りごとを支援する生活支援サービスを実施。

9 生活協同組合　コープみえ① ①　③
三重県
桑名市

　桑名市社協が運営する、多世代共生施設内にある店舗へ生協商品を供給し、買い物に不自由する高齢者等を支援。

10 生活協同組合　コープみえ② ④
三重県
伊賀市

伊賀市社協が実施する、生活困窮者等を対象とした食料や日用品等を支援する活動に対し、組合員から返品された商品を支援物資として
供給。
　寄付物品だけでは欠品する商品については、供給要請を踏まえ有償でも供給。

11 大阪いずみ市民生活協同組合 ③
大阪府  大阪狭山市、
八尾市、堺市、高石市

「学び、つながり、支え合う」ことをコンセプトに、生協の施設を、地域住民が、団らんや自分時間を求めて自然と立ち寄れる「まちに開かれ
たリビング」として開放。
　「自分がやりたい」と思う活動を通して、「人と人とのつながり」が生まれ続ける場所づくりを目指すプロジェクト。

12 生活協同組合　コープこうべ ① ② ③ ⑤
兵庫県　神戸市、
尼崎市　他

1.　住宅支援 ： 住宅要配慮者に対する、市営住宅の空き家の提供の支援。
2.　買い物支援 ： 近所にお店がない高齢者に対する、お店までの送迎等の支援。
3.　地域のつながりづくり ： 福祉作業所の利用者による協働宅配。
4.　助け合える地域づくり ： ご近所の困りごとを、ご近所同士が助け合い、解決することができる地域づくりのデジタル化。
5.　女性支援 ： 住宅取得が困難なシングルマザーや若年女性、外国人留学生等を支援する居住支援法人への遊休資産の提供。

生協による地域課題の解決及び地域福祉に資する取組事例（第三弾）

番号 生　協　名 事業実施地域 実　施　内　容　（概要）
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地域課題
①買い物支援

②高齢者等の見守り

③コミュニティづくり

④子育て支援

⑤住まい支援

番号 生　協　名 事業実施地域 実　施　内　容　（概要）

13 市民生活協同組合　ならコープ ①　②
奈良県
川上村

「ならコープ」が川上村の高齢者を対象に実施していた宅配業務を社団法人に委託し、村内の高齢者に対する宅配業務と見守り活動を併
せて実施。
　村内での雇用創出、地域振興、誰もが安心して住み続けられる仕組みの構築に貢献。

14 鳥取県生活協同組合 ①　②　③
鳥取県
米子市

米子市の県営団地入居者の高齢化、孤立化に加え、近所にあったスーパーマーケットの閉店に伴い、買い物に困難を来す県営団地に居
住する高齢者への支援を目的として自治会が設置した「支え愛の店ながえ」において生協商品を供給。
　「支え愛の店ながえ」における夕食宅配にあわせて見守り活動を実施。

15 生活協同組合　おかやまコープ ②　④ 岡山県　全域
屋内外の掃除、食事づくり、洗濯等の「ふだんのくらしの中での困りごと」を、「困ったときは、お互いさま」の精神で、組合員が応援者として、

自分にできる範囲でお手伝い。

16 エフコープ生活協同組合 ④
福岡県
太宰府市

エフコープと４つの企業・団体が協働で「子ども応援団」を組織し、生協の配送センターを活用したフードバンク活動等で集めた食品の配布
など、「食」に困る世帯を支援。

17 生活協同組合　コープかごしま ①　③
鹿児島県
薩摩川内市

薩摩川内市社協などと協力した、無店舗配達と公民館活動の連携による、買い物に困難を来す高齢者を対象にした買い物支援と地域コ
ミュニティ活動の場の提供。
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【事業実施地域】

北海道内１７９市町村中

《移動販売車》 １３８市町村

《スクールランチ》 ３町村

■課題 ■今後の取り組み
・車いすの方が利用できない。 等 ・店舗空白地域への参入

課題や今後の取り組み

特徴的な活動の紹介

行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

自治体との連携による協働事業（買い物困難者対策、給食支援） 生活協同組合コープさっぽろ（北海道）

●専務理事直轄の組織として設置した地域政策室（自治体職員の受入を実施）が、道内自治体との意見交換を通じて把握し

た各自治体の課題を解決するため、自治体と連携して実施する社会貢献活動を事業化

●課題解決に向けて生協ができることを６つのテーマに整理し、自治体との連携による協働事業として実施

①買い物困難者対策（配食、移動販売）、②給食支援事業（スクールランチ）、③エネルギー事業、

④健康寿命延伸事業、⑤食品製造事業、⑥共助移動支援

・自治体との連携

地域課題 ①買い物支援 ④子育て支援

（２）スクールランチ



実施地域の概要
【八戸市】
総人口 221,229人
世帯数 110,195世帯
組合員数 159,933人

※２０２３年現在

課題や今後の取り組み行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

「こども宅食おすそわけ便」への物品無償提供 コープあおもり（青森県）

●青森県社会福祉協議会が実施する、社会的に孤立した家庭に対する安定的な商品提供体制の構築を目的とした、

「こども宅配おすそわけ便」に、コープ東北事業連合から定期的に振り分けられる余った食料品等の一部を無償で提供

●所得や貧困の格差が広がる社会において、子育て世帯や子どもに対する支援を継続的に行うことにより、これらの世帯等

とのつながりを構築し必要な時に必要な支援を実施

・社協などと連携
■課題
・高齢者がストレスなく、宅配を利用できるよう商品カタログの注文用紙の改善
・消費期限が長いお弁当の開発を進める。
■今後の取り組み
・本事業の継続、新たに地域の居場所づくりを検討

利用者は以下より受取方法を選択

地域課題 ④子育て支援

【事業実施地域】

青森県青森市、八戸市、

五所川原市、三沢市

特徴的な活動の紹介



【事業実施地域】

宮城県と仙台市

から受託

課題や今後の取り組み

特徴的な活動の紹介

行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

生活相談・家計再生支援貸付事業 みやぎ生活協同組合（宮城県）

●くらしや家計、お金に関わる悩みを抱える方からの相談に対し、家計の収入、支出状況を整理、認識してもらいながら、

改善策、解決策を相談者と一緒に考える相談室を設置

●宮城県と仙台市より、生活困窮者自立支援法に基づく家計改善支援事業を受託するなど、行政や関係機関と連携した、

地域における相談者の暮らしの改善・家計再生を支援

※ 事業開始から９年半を経た支援実績：相談総数6,954件、貸付支援1,249件、貸付支援金額累計10億４，５６２万円

・宮城県と仙台市からの受託事業、困窮者支援団体等との連携
■課題
・自治体事業による地域貢献を進めながら、事業運営基盤と相談員体制の安定を図る。
■今後の取り組み
・宮城県内で本事業を実施している自治体との事業事例交流を推進していく。

地域課題 ④子育て支援



【事業実施地域】

千葉県、埼玉県、東京都

課題や今後の取り組み行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

ひとり親家庭の高校生への奨学金給付 生活協同組合コープみらい（千葉県・埼玉県・東京都）

●経済的な理由から高校を中退することなく、その後の大学などへの進路を後押しすることを目的として、千葉県・埼玉県・

東京都のひとり親家庭の高校生を対象に、返済不要の奨学金（月額1万円）を高校３年間給付

●組合員から集まった募金（奨学金応援サポーター募金）を基に、組合員による「たすけあい活動」として、困窮するひとり親

家庭を支援

※ 事業開始から５年を経た募金額：累計3億1,384万円

・千葉県、千葉市、埼玉県、さいたま市の中学校長会や教育委員会、3都県内の労働
組合、社会福祉協議会、フードバンク等と連携、取り組みを共有

■課題 ー
■今後の取り組み
・奨学金応援サポーターの増加による当システムの維持・拡充

地域課題 ④子育て支援

特徴的な活動の紹介



【BLGでの活動】

・福井トヨタ（洗車 等）
・ハーツたけふ（スーパーでのPOP(値札）切り）
・買い物代行の宅配業務委託（有償のお仕事）
・地域神社清掃
・畑、花壇
・ボランティア活動（保育園への雑巾、ゴミ箱、読み聞かせ）
・事業所内でのオシゴト

【事業実施地域】

福井県越前市

課題や今後の取り組み

特徴的な活動の紹介

行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

はたらくデイサービス 福井県民生活協同組合（福井県）

●高齢になっても認知症があっても、「自分らしく暮らし続けられる地域共生社会づくり」に向けて、デイサービスセンター職員と認

知症の利用者を、共に過ごす仲間（メンバー）と位置づけ、「メンバーの想いを一緒に実現する」ことを大切に、ひとりひとりがやり

たいことを実現できる場所である『「ハタラク」デイサービス』を運営

●メンバー総数17名、1日平均6人のメンバーが様々な活動に参加し、地域貢献に寄与

・福井県事業を受託し、行政職員や県内介護事業所職員向けに認知高齢者等の
社会参加促進セミナーを開催している。

■課題 ー
■今後の取り組み
・誰もが豊かに暮らせる地域社会の実現を目指す。

※

※

地域課題 ③コミュニティづくり

Ｂarriers（障害）Ｌife（生活）Ｇathering（集いの場）
「はたらく」を通じて 地域・社会・仲間と つながるコミュニティ

想い
BLG

丹南

社会

地域

企業

畑で育て収穫した野菜を販売
何を植え育てるかもメンバーで決める
大根、はくさい、とうもろこし
ニンジン、枝豆、じゃがいも など

福井トヨタ店舗での活動
週２回、２～３人で活動、報酬なし
洗車、店内清掃など

生協の買い物代行「おつかいさん」
注文された商品の配達はメンバーも
毎日７件程度を担う

（事業所名）県民せいきょう

丹南きらめきあったかホーム

（事業通称）ＢＬＧ丹南
（事業種別）認知症対応型通所介護（越前市指定）
（開設年月）２０１１年１２月

※ ＢＬＧ開始年月：２０２０年４月
（利用定員）１日 １２名（月曜日～金曜日）
（職員人数）６名（相談員１名、介護員３名、看護師１名）



【事業実施地域】

岐阜県飛騨市、高山市
白川村

課題や今後の取り組み

特徴的な活動の紹介

行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

飛騨市、濃飛バス、コープぎふによる買い物困難者への買い物支援 生活協同組合コープぎふ（岐阜県）

●飛騨市と濃飛バス、「コープぎふ」が協力して、飛騨市内の中山間地域など、買い物困難地域を運行する市営バスに生協の商品

を積載（貨客混載）しお届けする、買い物支援を実施

●行政と市営バス、生協が協力し、創意工夫を重ねて、生協の宅配では配達できない中山間地域の買い物困難者を支援

※山ノ村地区は標高約1,000m市街地から車で約50分、地域内にスーパーはない

市、バス会社との業務提携
■課題
・引き続き、お届けの担い手を探すことで事業の継続を担保

■今後の取り組み
・買い物支援が持続可能なシステムとして維持できるよう態勢管理を整備
・今後とも事業に関わる多様な実証実験を繰り返す。

地域課題 ①買い物支援



【事業実施地域】

愛知県豊田市、

みよし市

課題や今後の取り組み

特徴的な活動の紹介

行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

子育て支援「すくすく応援事業」 トヨタ生活協同組合（愛知県）

●豊田市と連携した子育て支援活動を実施

●豊田市内でサービスを利用する子育て世帯を支援するため、店舗を拠点として４つの分野における取り組みを強化

①家計応援：子育て世帯の家計を応援（生協商品の値下げ、割引）、②楽しさ：子どもと楽しめる売り場づくり、③商品：離

乳食やお菓子など商品の充実、④生活サポート：買い物ついでのサービスを充実

●全店舗にて、毎月、子育て世帯の家計を応援する企画を実施

・豊田市（2022年11月）・みよし市（2023年3月）と包括連携協定締結
■課題 ー
■今後の取り組み
・現行事業に関する顧客分析、アンケートでの評価を踏まえた改善により、一層の取り組みを定着
化させる。

豊田市と連携した子育て
（支援イメージ）

地域課題 ③コミュニティづくり ④子育て支援

第1・3 土日は



【事業実施地域】

愛知県豊明市

課題や今後の取り組み

特徴的な活動の紹介

行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

軽度の高齢者向け生活支援サービス 保育所や高齢者施設など法人への商品供給 生活協同組合コープあいち（愛知県）

●豊明市と２つの生協と1つの農協が協力して、高齢者や障害のある方の日常生活上の「ちょっとした困りごと（掃除、洗濯、電球交換、

病院への同行など）」を、市民がサポーターとなり、お互いさまの気持ちで支援するしくみ（「ちゃっと」）を構築

●利用者と登録サポーターは増え続け、月間で延べ200人が利用するサービスに成長し、高齢者等の見守り支援に寄与

●急速に進む高齢化の中、元気な住民による支援により、住み慣れた地域でくらし続けることができるまちづくりに貢献

■課題
・特に若年層のサポーターを増やし、幅広い年代による事業としたい。
■今後の取り組み
・サポーター登録数を増やし、市民になくてはならない事業を目指す

■豊明市は、在宅の介護事業所が少なく、人口比率では県下２番目の低さ
■介護保険制度の改定で軽度者の対応は市町村になり、豊明市としての取り組みを検討

※「ちゃっと」とは、豊明市で行われている生活のちょっとした困りごとに対応する活動、サービスは豊明市の３つの協働組合（コープあいち、南医療生協、JAあいち尾東）により実施

・豊明市からの受託事業
・員外利用許可済み（R4)

地域課題 ②高齢者等の見守り



【事業実施地域】

三重県桑名市

課題や今後の取り組み

特徴的な活動の紹介

■課題
・ らいむショップの損益改善と安定した運営
・ 供給方法の改善（宅配の仕組みだと、品切れの際にすぐ補充できないなど）
・ 利用者の声に応える品揃えの検討（日配品や冷蔵・冷凍品など）

■施設入所者や利用者のくらしを支えるお買いもの
敷地内の施設や事業所の利用者については、通常の買い物に困難を抱えている。
→らいむショップは、買い物困難者が生活用品を購入する店舗であり、そこへ商品を
供給することでくらしを支える。

行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

多世代共生施設の店舗へ商品を供給し、コミュニティの再形成を目指す 生活協同組合コープみえ（三重県）

●桑名市社会福祉協議会が運営する多世代共生施設「らいむの丘」（※）内にある店舗「らいむショップ」に対し、桑名市社

会福祉協議会と連携協定を締結し生協商品を供給

●高齢化が進み、丘陵地にある住宅地では買い物困難者が増加する中、買い物に不自由する高齢者等への支援を通じて

地域共生社会の実現を目指す

・ 店舗への供給方法を検討するにあたって、コープみえ内の各部局（桑名センター、
宅配事業部、店舗事業部、仲間づくり・共済部、組織活動推進部）が横断的に連携
し、検討チームを発足。
・ 員外利用の許可申請にあたっては、県担当者と綿密な打ち合わせを重ね、スピード
感を持って手続きを進めた。
・ 実施にあたって、桑名市社協と「地域共生社会の実現に関する連携協定」を締結。
らいむショップに関することのほか、生活困窮者自立支援、子育て支援、高齢者支援、
障がい者支援に関することでも連携・協力。

■コミュニティの再形成
らいむの丘がある松ノ木地区は、約１，５００世帯（約４，５００人）の住宅地でありな
がら、人と人、人と地域のつながりが希薄化し、住民の孤立が進行。
→店舗への来訪をきっかけに、らいむの丘が地域住民の集う拠点となることを目指す。

■施設周辺の高齢化への対応
同地区の高齢化率は３０％を超え、２０２５年には周辺の高齢化率は４０％近くにな
る見込み。
→現在も、店舗利用者の約半分が地域の方。３～５年後の高齢者・単身者の買い物
の不自由さに対応していく。

■店舗でのフードドライブの実
施
・店舗内にボックスを設置し、利
用者に家庭で余っている食品
の寄付を呼びかける。
・集まった食品は組合員が仕分
け、支援が必要な方へ社協か
ら配布する。

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
三
つ
の
柱

■供給の仕組み・・・宅配の仕組みを利用し、週に２回、店舗に商品を供給。品揃えについては、ドライ食品と日用品が中心。

■今後の取り組み
・ らいむの丘全体として、コミュニティの再形成に向けて、人が集う仕掛けづくりを進める
→らいむショップに隣接する「ヴィレッジセンター（交流館）」を活用して、学習会やサロンを
開催し、地域の住民の居場所となることを目指す。

※・・・養護老人ホーム、児童発達支援事業所、母子生活支援施設、生活介護事業所、保育園など分野を超えた８つの福祉施設などが一カ所に集まり、
福祉サービスを一体化させた施設。
誰もが支え、支えられる新たなコミュニティを構築するための拠点として設立。

↑員外利用許可を受けて商品を供給
している旨を店舗内に掲示。

それぞれのペースでゆっくり買い物
ができるよう、スローレジを実施。

施設の運営委員会において、
安心・安全といったイメージの
ある生協の商品を置いてほしい
との声あり。

地域課題 ①買い物支援 ③コミュニティづくり



【事業実施地域】

三重県伊賀市

課題や今後の取り組み行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

市社協との連携による良品返品商品の提供 生活協同組合コープみえ（三重県）

●伊賀市社会福祉協議会が実施する、貧困その他の事由により生活を営む上で困難を有する者（生活困窮者）を対象とした食料

や日用品等を支給する活動に対し、組合員から返品された商品を支援物資として供給

●生協からの返品された商品だけでは数量や内容にバラつきが生じ、また、小売業者からの提供だけでは供給が追いつかないこと

から、有償による支援物資の供給要請を受け実施

●困窮する子育て世帯の支援に寄与

・生協と伊賀市社会福祉協議会との連携
・員外利用許可済み（R3）

■課題 ー
■今後の取り組み
・地域共生社会の実現に向けて、生協が地域社会への貢献活動に取り組むことを目的とする。

特徴的な活動の紹介

伊賀市社協

地域課題 ④子育て支援



【事業実施地域】

大阪狭山市、八尾市

堺市、高石市

課題や今後の取り組み

特徴的な活動の紹介

行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

●「学び・つながり・支え合う」ことをコンセプトに、「大阪いずみ市民生協」の施設を、地域住民が団らんや自由時間を求めて自然と立ち

寄れる場所である「まちに開かれたリビング」として開放

●誰でもが気軽に入れて、つながることができる場所を、「自分がやりたい」と思う活動を通じて作り上げていく取り組みであり、現在

４か所（大阪狭山市、八尾市、堺市、高石市）で構築中

●訪れた人「みんな」で居場所をつくり、その過程やその後において、「人と人とのつながり」が生まれ続ける場所づくりを目指す取り組み

みんなで居場所をつくるプロジェクト 大阪いずみ市民生活協同組合（大阪府）

・堺市 学習と居場所づくり支援事業
・八尾市 まちのコイン地域活性化プロジェクト

■課題 ー
■今後の取り組み
・決まった目的を持たないサードプレイスを目指し、住民が団らんや自分時間を求めて自然とリビングに立ち
寄れるような場所づくりを目指す。

地域課題 ③コミュニティづくり



【事業実施地域】

兵庫県神戸市、尼崎市

他

困窮者支援、居住支援、女性支援、買い物支援 生活協同組合コープこうべ（兵庫県）

●尼崎市内の老朽化する市営住宅の空き住戸を活用し、DV被害女性やシングルマザーなどの住宅確保要配慮者へ提供し、自立を支援

●「近くにお店が無い、買い物ができない」という組合員への買い物支援。さらに、店舗以外の地域の福祉作業所を宅配商品の

受け渡し場所として活用し、その担い手を障がい者の方にお願いするなど、障がい者の就労・実習の場の創出

●ちょっとした助けが欲しい人と助けたい人をスマホのアプリでつなぎ、助け合える地域づくりを目指す

●住宅取得が困難なシングルマザーや若年女性、外国人留学生などが健やかな生活を送れるよう住まいを提供し、自立を支援

・市、町、社協、NPO法人、学校、福祉事業所などと連携

■課題 ー
■今後の取り組み
・多くの地域活動者・組合員に参加を呼びかけ、地域初の協働プロジェクトの芽が生まれることをめざす。

地域課題 ①買い物支援 ②高齢者等の見守り ③コミュニティづくり ⑤住まい支援

【役割】
・ 住宅取得が困難なシングルマザーや若年女性、
外国人留学生などに対する住まいの提供

・ シングルマザーの相談窓口の確保、自立への支援
・ 職を持たない女性への就業支援、食糧支援。 等

コープこうべ店舗上層階の元女子寮が生まれ
変わって女性のための共同住宅に！

六甲ウイメンズハウス

課題や今後の取り組み

あまがさき住環境支援事業
「REHUL（ﾘｰﾌﾙ）」

【尼崎市営住宅の課題】
新規入居者の募集停止
→ 空き家の増加や入居者の減少
市営住宅の自治会活動の停滞化
入居者１人当たりの共益費等の負担増 など

【『「ｺｰﾌﾟこうべ」が筆頭となるﾈｯﾄﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ』の創設】
市が直接、当該ﾈｯﾄﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟに参加する団体に対し、空き
家の使用を許可
→ 【効果】住宅要配慮者への住宅提供期間の大幅な縮減
《「ｺｰﾌﾟこうべ」の役割》
・市と各団体間、自治体間の調整 など

特徴的な活動の紹介

行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

福祉作業所の利用者がコープこう
べの宅配商品のお届けを開始。
障がいのある方の社会参加・活躍
を応援するとともに宅配を通じて地
域の買い物支援、高齢者の見守りに
つなげる。

地域との協働宅配

【役割】
人と人とのつ
ながりをつくり
助け合える地
域づくりをめざ
す。

たすけタッチ

ちょっとした助けが欲しい人と
助けたい人をスマホのアプリで
つなぐ「たすけタッチ」！

買いもん行こカー

買い物支援ボランティア活動と連動した
取り組みも。組合員同士の助け合いの輪
が広がっています。

ご近所の方のごみ出しを手伝う組合員

宅配商品を届ける福祉作業所の利用者



【事業実施地域】

奈良県川上村

課題や今後の取り組み

特徴的な活動の紹介

行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

自治体が立ち上げた法人へ委託して行う宅配と見守り活動 市民生活協同組合ならコープ（奈良県）

●自治体が立ち上げた社団法人（かわかみらいふ）に、生協の宅配事業を委託し、川上村の高齢者を対象にした宅配業務と見守り

活動を併せて実施

●川上村は、ならコープから人的支援を受け、ならコープがこれまで培ったノウハウや知見を活かして、村のくらしの価値化や魅力の

発信、地域資源の利活用など、村づくりを実施（生協職員が自治体の村づくりに自治体に出向して、参画することは全国初）

●村内での雇用創出、経済循環による地域振興と誰もが安心して住み続けられる仕組みの構築に寄与

※ 川上村の組合員加入率73.9％（奈良県下1位に）

・川上村と「村づくりに関する包括連携協定」締結
・員外利用許可済み（R4)

■課題 ー
■今後の取り組み
・いきがいづくり農業、訪問型生活サービスの実施
・本事業を県内全域に広げたい。川上村の豊富な水と森の重年を活用したエネルギー事業も検討

■県内における買い物困難者は増加傾向にあり、「近所には買い物ができるところがない」、「遠隔地のお店を訪れる手段がない」など地域からの声に応える形で当該取り組み
を構築した。

●かわかみらいふとの協業
2016年10月から買い物支援事業を開始。
川上村での宅配事業を川上村が運営する「一般社団法人かわかみらいふ」に委託し、
商品のお届けだけでなくコミュニティを大切にし、看護師・歯科衛生士との連携した健康相
談で暮らしを支える。村内における雇用 とサービスの創出と交流の場づくりを目的とした同
法人との協業により、利用者数は約420人で7人のスタッフが商品配達時に困りごとの解消
や見守り活動を実施。

地域課題 ①買い物支援 ②高齢者等の見守り



【事業実施地域】

鳥取県米子市

課題や今後の取り組み行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

自治会と連携した買い物支援（商品供給）と有償ボランティアによる生活支援 鳥取県生活協同組合（鳥取県）

●自治会が運営する「支え愛の店ながえ」を拠点として、庭掃除や草取り、部屋の片づけなど、地域のニーズと住民の得意分野を
生かす活動を実施
●地域の人口減少等を理由としたスーパーマーケットの閉店に伴い、買い物に困難を来す県営団地に居住する高齢者を対象とし
た「夕食配達」や「生協商品」の販売を実施
●「鳥取県生協」が実施する、介護事業に当たらない簡単な生活のお手伝いを行う取り組みを参考に、自治会と協議のうえ「有償
ボランティア活動」を実施

・永江地区自治連合会と「地域支援活動に関する協定」締結
・コープ共済連が出資する「地域ささえあい助成」を活用
・員外利用許可済み（R3)

■課題
・現状、助成に頼った活動にならざるを得ない。
■今後の取り組み
・助成に頼らない持続可能な取り組みを作り上げる。

お家の片付けや草取り、衣類整理、剪定、
ゴミ処理など31名のボランティアさんの
登録で200時間を超える活動となってい
ます。

地域の方に「夕食宅配（お弁当）」を
配っていただき、声掛けを行っていた
だいています。「空いた時間でお小遣
いも出来て嬉しいわ」との声も。

コープ共済連の助成金も活用し、冷凍
冷蔵庫を設置。共同購入の仕組みを使
い商品を販売しています。

特徴的な活動の紹介 ■県内における人口減少と少子高齢化は今後さらに深刻な問題。特に、高齢者が気軽に歩いて行ける買い物先が無くなる。
■コミュニティ機能の維持をするための活動が重要となり、地域のつながりをどのように作るかか課題
■将来的に県内市場が縮小されると想定、買い物弱者のさらなる増加への対応から、このような活動をスタートした

地域課題 ①買い物支援 ②高齢者等の見守り ③コミュニティづくり

15名利用

235名



【事業実施地域】

岡山県全域

課題や今後の取り組み行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

は～と ふるネット 生活協同組合おかやまコープ（岡山県）

●岡山県内で「ふだんのくらしの中で困りごとがある方」からの連絡を受け、相談・調整を担当するコーディネーター（組合員）が仲介し、

予め登録した応援者（組合員）が、屋内外の掃除・食事づくり・洗濯など、自分のできる範囲の手助けを実施

●「困ったときは、おたがいさま」の精神で、応援者は気軽に参加できる、利用者は気兼ねなく利用できることを信条に、「できる人が」、

「できるときに」、「できること」を応援する取り組み

●2023年度末現在、利用者868人、応援者349人が利用するサービスに成長し、高齢者等の見守り、子育て支援を実施

・「介護予防・日常生活支援総合事業」新見市・早島町で受託
・「生活支援体制協議体」第1層、2層、部会等のメンバー。瀬戸内市・津山市・総社市・浅
口市・美咲町・新見市・高梁市・赤磐市・笠岡市

・「小地域ケア会議」メンバー。倉敷市
・「生活支援サービス団体連絡会」メンバー。体験活動受け入れ
・「瀬戸内市活動者交流会」社協・シルバー人材センター・行政といっしょに開催

■課題
・応援者を増やし、困りごとの希望に応えやすく、活動の負担を少なくする。行政や諸団体とのつな
がりをより深め、みんなで支える地域をめざす。
■今後の取り組み
・応援者の声を受け止め、より活動しやすく見直しをすすめる。行政や諸団体とともに生活支援をす
すめられるよう働きかけを続ける。しくみの見直し。引き続き、より活動が広がり、地域からの期待に
応えられるようにする。

地域課題 ②高齢者等の見守り ④子育て支援

特徴的な活動の紹介



【事業実施地域】

福岡県太宰府市

課題や今後の取り組み行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

生協の配送センターを利用したフードパントリー エフコープ生活協同組合（福岡県）

●生協と４つの企業・団体が協働で「子ども応援団」を組織し、「エフコープ生協」では、配送センターを活用したフードパント

リーを開催し、フードバンク活動などで集めた食品を、「食」に困る世帯や子育て世帯、母子支援施設に配布

●エフコープ全店でフードドライブを開催し、回収した食品をフードバンク団体へ寄附

・生協と４つの企業・団体が協働
■課題 ー
■今後の取り組み
・フードロス削減による子ども食堂等への食品支援

特徴的な活動の紹介

地域課題 ④子育て支援

エフコープと４つの団体が協働して「筑紫地区こども応援団」を発足し、フードバンク活動などで集めた食品を
エフコープ太宰府支所が保管してフードパントリーで配布。

地域の企業ボランティアが協力するなど、

３０団体強がフードパントリーに参加。



【事業実施地域】

鹿児島県薩摩川内市

課題や今後の取り組み行政や他の組合、医療・福祉事業者等との連携等

楽しいお買い物クラブ 生活協同組合コープかごしま（鹿児島県）

●スーパーマーケットの移転や小売店の廃業により、買い物に困難を来す薩摩川内市内に居住する高齢者を対象に、社会福祉協議

会等と協力し、「無店舗配達」と「公民館活動」が連携した買い物支援と地域コミュニティ活動の活性化に資する取り組み（楽しいお買

い物クラブ）を実施

●地域の組合員（コープフレンズ）による、買い物に困難を来す高齢者を対象とした、注文書の記入方法や商品の説明、或いはレクリ

エーションの実施など、地域コミュニティ活動の活性化に向けた取り組みを実施

●移動店舗は95カ所に運行。毎週約340人が利用するまでに成長し、買い物支援とコミュニティ活動の活性化に寄与

薩摩川内市社会福祉協議会との連携
■課題 ー
■今後の取り組み
・当該取り組みを他地域へ広げることを目指す。

特徴的な活動の紹介

薩摩川内市入来の朝陽
コミュニティセンター
で「朝陽楽しいお買い
物クラブ」がスタート。
「無店舗配達と公民館
活動の連携」で買い物
支援と地域コミュニ
ティ活動の活性化を目
指す。

買い物が難しい高齢者が、
コミュニティセンターで
コープの共同購入でお買い
物ができ、同時に商品やく
らしの学習、おしゃべりや
レクレーションなどのサロ
ン活動も楽しんでいただく
という目的のもと、薩摩川
内市社会福祉協議会・朝陽
地区コミュニティ協議会等
で準備

商品の受け取り(配達)となり、コミュニティセン
ターに集まった参加者(組合員)は、配達のトラックが
来るまで、生協職員や地域の活動組合員の協力で
ゲームを楽しんだり、商品の使い方を聞いたり、カ
タログを見て商品の注文をして時間を過ごし、商品
が届くと注文品を受け取ることとなる。

生協コープかごしまの地域への寄り添い方の新
しいモデルとして「無店舗配達と公民館活動の連
携」の仕組みを確立し、今後は他地域（他自治体）
へ広げることも目指す。

地域課題 ①買い物支援 ③コミュニティづくり


